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謝辞
島　田　晴　雄
W．R．エリオット先生が平成27年3月に定年退職を迎えられました。エリオット先生
の千葉商科大学への長年に亘るご貢献に対し，学長として心から謝意を表したいと思いま
す。
エリオット先生は平成12年に本学に着任され，以来，本学では大変貴重なネイティブの
専任教員として本学学生の英語指導にご尽力くださいました。
前学長の加藤寛先生のもとで本学は，三言語教育に力を注いでおりました。三言語とは，
自然言語（外国語），人工言語（情報）及び会計言語（簿記会計）のことです。現在では本学
は5学部体制になり，学部によって外国語教育のあり方も異なっておりますが，とりわけ
商経学部では現在も三言語教育に力を入れており，エリオット先生の自然言語教育におけ
るご貢献は多大なものであったと大変感謝いたしております。
こうした本学における業績が評価され，エリオット先生におかれましては，本学名誉教
授の称号も授与されました。今後は名誉教授としてますます本学の発展にお力添えをお願
いしたいと思います。
─3─
エリオット先生について
松　本　理一郎
エリオット先生との関係は，先生が千葉商大にいらしてからで，もう20年に及びます。
最初に日本にいらしたのは，徴兵されて，神奈川県の大和に2年暮らしたのが最初であっ
たと聞いています。徴兵前は，中学，高校の歴史の先生をされていたことがあり，日本でで
きた友人の関係で，昭和52年に千葉県教育庁の英語講師として働き始め，以後慈恵医大や
日本航空などでも教えられたとのことです。
日本語は，生徒に教える中で，独学で勉強されたそうです。日本人と結婚され，義理のお
母さん，お嬢さんお二人との日本語での生活も，日本語力向上に役立ったことでしょう。
ただ今日に至るまで，敬語はやはり一番難しいとおっしゃっています。
平成8年に本学で非常勤講師として教え始め，翌年日本のテンプル大学で，TESOLの修
士号を取られ，その後本学の専任講師となられました。ご承知の通り，ネイティブ教員の
統括を含め本学の英語教育に大変ご尽力されました。
元々スポーツ好きで，マラソンに熱中した当時は，毎月400キロから500キロ走ってい
たということです。本学に来て教え始めた頃は，松戸まで走って戻ってきたことや江戸川
沿いに海まで走って戻ってきたことなどを聞いて驚いたものです。もっともフルマラソン
を走っていた当時の先生にとっては大した距離ではなかったのかもしれません。
またスポーツといえば，バスケットボールもお好きで，Denver Nuggets のファンであ
り，体育の北川先生の関係もあり，本学でもバスケットボール部のアシスタント・コーチ，
部長として10年ほど学生の指導にあたられました。
市川に移る前は，逗子にお宅があり，夏休みにゼミの学生たちや教員を招いてビーチパー
テイ催されていました。10回ほど行われ，私も参加したことがあり，今でもいい思い出に
なっています。今では海岸での飲酒は規制されていますが，かつては許されていました。
本学で教えていて最も楽しいのは，若い学生に接していけることで，あっというまに過
ぎた20年であるが，それが思い出に残るとのことです。今後もこれまでの様々な経験を生
かしてご活躍され，充実した生活をおくられることを心より願っています。
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People Person and For Others－エリオット先生ご退職に寄せて
山　﨑　　　聡
英語にpeople personという言葉があります。なんとなく見当がつきますが，「社交的
で，対人関係に優れた人」といった意味です。エリオット先生に初めてお目にかかったのは
1996年頃，場所はたぶん市川のduck restaurantだったと思います。社交的で，英語が大変
分かりやすく，ユーモアのセンスがあって，お蔭で大変愉快な晩を過ごしました。以来20
年のお付き合いになりますが，エリオット先生はまさにpeople personでした。社交的，温
厚で，思いやりがあるので，native speakerの非常勤講師がエリオット先生の研究室に自然
と集まります。楽しそうな談笑もよく聞こえてきたものでしたが，そのようなよい人間関係
を築くことで，大所帯のスタッフをよくまとめられてきたのだと思います。エリオット先生
の周りに集まって来るのは同僚だけではありませんでした。周知のように，学生にも大人
気でした。商大の学生は一般に英語に苦手意識があるのか，「外人」を避ける向きもあるよ
うですが，エリオット先生にはその苦手意識を忘れさせてしまうような人柄がありました。
学生と言えば，エリオット先生は長年，バスケットボール部のコーチをされ，しばしば学
生に交じって練習をされたり，週末や休暇中には試合にも同行されたものでした。先生は
自分もかつてはバスケットボールをやっていて，好きだからそうされている，とおっしゃっ
ていましたが，こうしたところに先生のFor Othersの精神を感じざるをえません。For 
Othersという言葉は時にミッション系の学校が掲げる標語でもありますが，「他者のため
に奉仕する」というキリスト教の教えです。エリオット先生をみていると，ついこの精神が
連想されます。挙げればきりがありませんが，本学では1990年代半ばに消滅していたESS
を再興されたのもエリオット先生でした。Native speakerの非常勤講師を巻き込んでレク
チャーシリーズを企画されたり，課外でも学生たちのやる気に火をつけられました。
People personであり，For Othersの精神の持ち主ですから，エリオット先生は他から
も助けを求められました。学生部委員を長く続けて勤められ，留学生のためのパーティー
には常連だったと思われます。また，ご退職後も，新たな語学研修プログラムの調整や研
修から戻った学生の相談に乗られた，という話を雑談の中で伺ったことがあります。しか
し，For Othersの精神をもつpeople personがそばにいることで，もっとも恩恵を受けた
のは，私たち英語エリアの教員であったかもしれません。エリオット先生が専任教員の職
を離れ，それを今さらながら感じています。
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エリオット先生のご退職にあたって
 小　黒　岳　志
エリオット先生がこのたび定年退職されました。エリオット先生の研究室は私の研究
室と隣り合っており，気軽に話し合える距離にありました。そういった環境の中でのエリ
オット先生の思い出を思いつくままにあげてみたいと思います。
エリオット先生とは何度も雑談をすることがあったのですが，英語に関わるご自身の言
語経験に基づく観察を披露してくださいました。例えば，同じ英語国であっても，名字だ
けでなく名前にも特徴があり，イギリス人に多くアメリカ人に少ない名前があるというこ
となどです。また，Englishという単語の発音ですが，この単語をイギリス人はng+gと発
音し，アメリカ人はngだけで発音する，という傾向にあるようだ，とご自身の経験から教
えてくださいました。このように，英語の奥深さを感じさせられたことは枚挙にいとまが
ありません。
エリオット先生は，いつでも快く私の英文原稿に目を通し，文体上の改善点を示唆して
下さいました。いつまでに見ればいいかと尋ねられ，一週間以内にお願いしますと答える
と，わかった，とおっしゃるのですが，実際には，いつもその日のうちに原稿チェックを終
えて，原稿を返してくださいました。こういったところにも先生の勤勉でまじめなお人柄
が表れていると思います。
エリオット先生は，論文執筆に関してだけではなく，アイデアを練る段階でも手伝って
下さいました。言語現象を扱う際には，文法性の判断が非常に重要です。私が作成した英
語の例文の文法性の判断をエリオット先生に何度も何度もお願いしてきました。そのたび
にエリオット先生は快く引き受けて下さり，インフォーマントとして忍耐強く文法性判
断の作業を行って下さいました。このことだけでもありがたいのですが，もっとありがた
かったのは，私が非文法的だろうと想定して作成した英語例文を完全に文法的だと判断す
ることにより，私の生煮えのアイデアの問題点を指摘して下さったことです。先生のご指
摘の結果，私のアイデアが総崩れになったことは数えきれません。しかし，そのためにア
イデアの見直し，練り直しをすることになり，研究の方向がしっかりしてきました。エリ
オット先生には感謝しても感謝しきれません。
エリオット先生には大変にお世話になりました。このように感じている人は本学には多く
いると思います。先生は現在も非常勤講師として本学で教鞭を執っておられます。定年退職
されたのは残念ですが，まだお世話になることができるという幸運に感謝したいと思います。
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W. R. エリオット先生の略歴と業績
W. R. エリオット先生 略歴
昭和20年　 米国カンザス州生まれ。父の仕事の関係で高校卒業までに35か所に暮らし，6
年間で5つの中学校と5つの高校に通う。
昭和42年　 Friends University （米国カンザス州） 歴史専攻卒業
昭和42年　 Sharon Springs High School （米国カンザス州） Teacher
昭和43年　 St. Mark’s Junior High School （米国カンザス州） Teacher
昭和43年　 U.S.海軍（U.S.NAVY） Communications Technician
昭和43年　 プロバスケットチームHarlem Globetrotters との慈善試合に出場し，8ポイン
トを上げる
昭和47年　 Penny Saver Supermarket （米国コロラド州） Manager
昭和52年　 千葉県教育庁英語講師
昭和54年　 東西学院英語講師
昭和59年　 三井鉱山英語講師
平成元年　 日本航空（日航ビジネスサービス）英語講師
平成５年　 フルマラソンで2時間46分48秒の自己最高記録を出す
平成５年　 モンデール元駐日米大使の在任中ご家族の通訳ガイドを務める
平成８年　 千葉商科大学非常勤講師
平成９年　 千葉商科大学準専任教員
平成11年　 Oxford University Press 教科書論評担当
平成11年　 武蔵工業大学非常勤講師
平成11年　 研究社 辞書校閲担当
平成12年　 千葉商科大学商経学部専任講師に任用
平成14年　 千葉商科大学商経学部助教授に任命
平成14年　 NHKラジオ英会話「レッツスピーク」共同テキスト執筆及び講師
平成16年　 東京医科歯科大学非常勤講師
平成19年　 千葉商科大学商経学部准教授に任命
平成20年　 千葉商科大学商経学部教授に任命
平成27年　 千葉商科大学商経学部教授定年退職
平成27年　 千葉商科大学名誉教授（現在に至る）
平成27年　 千葉商科大学商経学部非常勤講師委嘱（現在に至る）
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W. R. エリオット先生 業績
（著書）
平成11年　 単著 A Grammar Consciousness-Raising Activity-Use of the Word Play before the 
names of Sports. ON-CUE, 7（1）.
平成11年　 単著 Teaching Tag Questions. TEMPLE University Japan Journal of Linguistics 
Studies in Applied Linguistics: Phonology Pronunciation Beyond, 27.
平成12年　 共著 A Study of Synonymous Verbs in English （動詞の類義語の研究） 大学英語
教育学会編.
平成12年　 単著 Teaching the /r/ and /l/ Sounds. TEMPLE University Japan Journal 
of Linguistics Studies in Applied Linguistics: Activities for teaching English 
pronunciation, 29.
平成16年　 共著  Phrasal Verbs-in Action. MACMILLAN LANGUAGEHOUSE.
（学術論文）
平成10年　 単著 Speech Acts: Responses to Compliments. 千葉商大紀要 第35巻2号.
平成11年　 単著 Teaching Vocabulary to Adult Students. 千葉商大紀要 第37 巻2号 .
平成12年　 単著 Maturational Constraints on Language Development. 千葉商大紀要 第
38 巻2-3号 .
平成12年　 単著 Memory and Aging.  千葉商大紀要 第38 巻2-3号 .
平成13年　 単著 Synonymous Verbs-Errors and Problems.　 千葉商大紀要 第39 巻1-2号.
平成14年　 単著 Disagreement by Native Speakers on Word Usage with Special 
Reference to the Verb "Change" and its synonyms.　 千葉商大紀要 第39 巻4号.
平成16年　 単著 A Comparison of Jane Eyre and Wide Sargasso Sea.　 千葉商大紀要 
第42 巻第3号. 
平成16年　 単著 Collocations with the Synonymous Verbs Remember, Recollect and 
Recall.　 千葉商大紀要 第41 巻4号 .
平成16年　 単著 Comparison of Japanese and Chinese Students Ability and Native 
Speakers Ability to Use Collocations.　 千葉商大紀要 第42 巻2号 .
平成17年　 単著 Phrasal Verbs with Special Reference to the Verbs break and fall. 　
千葉商大紀要 第43 巻第3号.
平成19年　 単著 Speech Acts: Japanese English Teachers' Responses to Compliments. 
千葉商大紀要 第45 巻4号 .
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平成23年　 単著 Speech Acts: How Non-native English Speakers' Responses to 
compliments Compare to Native Speakers' Responses. 千葉商大紀要 第48 巻
2号 .
（学会発表）
平成10年　 単著 「動詞の類義語の研究―日本人学生のよくある間違い　日英語の比較の
観点から」 第37回大学英語教育学会（JACET） ワークショップ （パネリスト）
平成11年　 単著 「日本人大学生によく見られる間違い」（A study of synonymous verbs 
in English）　第12回国際応用言語学会世界大会シンポジウム （パネリスト）
平成12年　 単著 “Common Errors in the use of verbs by Japanese University 
Students”  JACET月例研究会講演　於東京電機大学
平成15年　 単著 "Phrasal Verbs and the synonymous counterparts-With Special 
Reference to the verbs get, go, break, and fall, respectively"
平成15年　 単著 “A Study of Phrasal Verbs” 第41回大学英語教育学会（JACET）ワー
クショップ （パネリスト）
（その他）
平成13年　 『ルミナス英和辞典』第1版　研究社（執筆・英文校閲）
平成17年　 『ルミナス英和辞典』第2版　研究社（執筆・英文校閲）
平成24年　 『ライトハウス英 和辞典』第6版　研究社（執筆・英文校閲）
平成27年　 Sanseido’s Web Japanese-English Dictionary　三省堂（執筆・英文校閲）
 （2016.1.18受稿，2016.2.3受理）
